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１
．
腰
痛
に
な
り
や
す
い
人

　

腰
痛
に
な
り
や
す
い
人
は
、
重

い
荷
物
を
運
ん
だ
り
、
中
腰
や
立

ち
詰
め
で
仕
事
を
す
る
こ
と
が
多

い
人
で
す
。
ま
た
、
一
日
中
椅
子

や
車
椅
子
に
座
っ
て
い
る
人
や
長

時
間
車
の
運
転
を
し
て
い
る
人
も

腰
痛
に
か
か
り
や
す
い
人
で
す
。

腰
痛
に
な
る
と
、
腰
椎
の
ま
わ
り

の
筋
肉
が
緊
張
し
て
血
液
の
循
環

が
わ
る
く
な
り
、
さ
ら
に
痛
み
を

増
加
さ
せ
て
し
ま
う
と
い
う
腰
痛

の
悪
循
環
と
な
り
ま
す
。

２
．
腰
痛
の
原
因

　

腰
痛
の
発
症
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
無

理
な
姿
勢
だ
け
で
な
く
、
内
臓
疾
患

に
よ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
精

神
・
心
理
的
な
こ
と
が
原
因
と
な
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
腰
の
骨

や
椎
間
板
の
異
常
の
多
く
は
、
レ
ン

ト
ゲ
ン
や
検
査
な
ど
で
わ
か
り
ま
す

が
、
そ
れ
以
外
の
腰
痛
は
内
臓
疾
患

や
心
の
病
気
の
サ
イ
ン
で
あ
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

①
背
骨
が
原
因
と
な
る
も
の
―
　

骨
折
、
す
べ
り
症
、
椎
間
板
ヘ

ル
ニ
ア
な
ど

②
筋
肉
や
靭
帯
が
原
因
と
な
る
も

の
―
　
ぎ
っ
く
り
腰
、腰
部
打
撲
、

筋
膜
炎
な
ど

③
神
経
が
原
因
と
な
る
も
の
―　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
脊
髄
腫
瘍
な
ど
の

神
経
疾
患
に
よ
る
も
の

④
内
臓
疾
患
が
原
因
と
な
る
も
の
―　

胃

腸
・
膵
臓
・
肝
臓
疾
患
、腹
部
大
動
脈
瘤
、

腎
・
尿
結
石
、
膀
胱
疾
患
、
子
宮
疾
患

　

こ
の
よ
う
に
腰
痛
の
原
因
は
様
々
あ
り
、

ひ
と
つ
だ
け
で
起
こ
る
こ
と
も
あ
れ
は
、
複

合
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

３
．
腰
痛
の
症
状

　

慢
性
の
腰
痛
の
場
合
は
、
ほ
と
ん
ど
が

鈍
痛
で
「
腰
が
重
い
」「
だ
る
い
」
な
ど

と
い
う
症
状
が
続
き
ま
す
。
中
腰
な
ど
の

無
理
な
姿
勢
や
、
長
時
間
の
同
じ
姿
勢
は

悪
化
し
や
す
く
、
今
の
季
節
冷
房
の
か
け

過
ぎ
で
冷
え
て
し
ま
っ
た
時
に
も
痛
み
が

増
強
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、

ベ
ッ
ド
や
布
団
が
柔
ら
か
す
ぎ
た
り
、
ハ

イ
ヒ
ー
ル
を
長
時
間
履
く
こ
と
も
、
腰
痛

を
悪
化
さ
せ
ま
す
。

４
．
腰
痛
の
診
察

　

腰
痛
の
場
合
、
受
診
す
る
の
は
整
形
外

科
が
一
般
的
で
す
。
診
察
で
は
、
ま
ず
医
師

の
問
診
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
問
診
で
は
、
い

つ
か
ら
腰
痛
が
は
じ
ま
っ
た
か
、痛
む
場
所
、

痛
み
方
、
ど
ん
な
時
に
痛
む
の
か
、
腰
痛

以
外
の
症
状
は
あ
る
か
な
ど
聞
か
れ
ま
す
。

５
．
腰
痛
治
療
法

　

治
療
法
は
腰
痛
の
原
因
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。
薬
物
療
法
、温
熱
療
法
、神
経
ブ
ロ
ッ

ク
な
ど
の
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
内
臓
疾

患
が
原
因
の
場
合
に
は
、
内
臓
疾
患
の
治

療
が
最
優
先
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
椎
間
板

ヘ
ル
ニ
ア
は
、
手
術
す
る
場
合
と
手
術
し

な
い
で
治
療
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

６
．
日
常
生
活
で
気
を
つ
け
る
こ
と

すべては患者さんのために
院  是
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腰
痛
は
人
が
２
本
足
で
立

つ
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
生
じ

や
す
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
お
り
、
一
生
の
う
ち
に

80
％
の
人
が
患
う
痛
み
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
月
の
目
次

家
庭
の
医
学

イ
ベ
ン
ト
ニ
ュ
ー
ス
・
ご
案
内

介
護
教
室

今
月
の
川
柳
・
編
集
後
記

ページページページページ

①
姿
勢
―　

前
か
が
み
の
姿
勢
は
腰
に
負

担
を
か
け
ま
す
。
背
筋
を
ま
っ
す
ぐ
伸

ば
し
て
正
し
い
姿
勢
を
保
ち
ま
す
。
ま

た
、
同
じ
姿
勢
を
長
時
間
続
け
る
こ
と

も
腰
痛
悪
化
に
繋
が
る
に
為
、
長
時
間

座
っ
て
い
る
場
合
に
は
時
々
立
っ
た

り
、
歩
い
た
り
す
る
な
ど
し
て
姿
勢
に

変
化
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

②
体
重
―　

体
重
が
重
く
な
る
と
腰
へ
の

負
担
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
食
事
に
気

を
つ
け
、
適
度
な
運
動
で
適
正
体
重
を

維
持
し
ま
し
ょ
う
。

③
腰
の
ま
わ
り
の
筋
力
強
化
―　

背
中
、

お
腹
、
お
尻
の
筋
肉
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

鍛
え
る
と
姿
勢
が
良
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
筋
肉
が
コ
ル
セ
ッ
ト
の
役
割
を
し

て
腰
へ
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

④
重
い
も
の
を
持
つ
場
合
―　

し
ゃ
が
ん

で
、
荷
物
を
か
ら
だ
の
近
く
に
引
き
寄

せ
て
持
つ
よ
う
に
し
ま
す
。
運
ぶ
場
合

い
は
、カ
ー
ト
な
ど
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
…
腰
痛
は
、
治
療
に
時
間
が
か

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
焦
ら
ず
に
気
長

に
治
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
治
っ

た
と
し
て
も
、
再
発
防
止
の
為
に
、
日
常

生
活
で
の
姿
勢
や
動
作
に
気
を
つ
け
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

〈
引
用
文
献
：

http://

腰
痛
原
因.com

/kinniku/

〉
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「
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
す
る

食
事
に
つ
い
て
」

ス
ペ
ー
ス
パ
ー
ク

郡
山
市
ふ
れ
あ
い
科
学
館

ス
ペ
ー
ス
パ
ー
ク

郡
山
市
ふ
れ
あ
い
科
学
館

南東北春日リハビリテーション病院
介護老人保健施設 南東北春日リハビリテーション・ケアセンター

　

７
月
28
日
㈯
、
午
後
２
時
よ
り
健

康
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の

テ
ー
マ
は
「
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
す

る
食
事
に
つ
い
て
」
で
当
施
設
の
田

口
美
智
子
管
理
栄
養
士
が
講
師
を
務

め
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
血
管
に
つ
い
て
話
が
あ

り
、
日
本
人
の
死
因
の
約
４
分
の
１

が
心
疾
患
・
脳
血
管
疾
患
と
の
話
が

あ
り
み
な
さ
ん
「
血
管
は
大
切
」
と

い
う
こ
と
が
改
め
て
確
認
し
ま
し

た
。
ま
た
、
血
管
年
齢
チ
ェ
ッ
ク
な

ど
も
行
わ
れ
、
会
場
は
和
気
あ
い
あ

い
の
雰
囲
気
で
進
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
さ
ん
か
ら
の
質
問
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
ご
自
分
、
家
族
の
健
康

が
気
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
、「
油

の
摂
取
量
は
ど
の
く
ら
い
が
い
い
の

か
」「
血
圧
の
下
が
る
食
事
、
食
べ

物
は
？
」
な
ど
こ
の
ほ
か
に
も
質
問

が
で
て
お
り

ま
し
た
。

　

一
つ
ひ
と

つ
丁
寧
に
講

師
が
答
え
る

と
、
み
な
さ

ん
な
る
ほ
ど

と
聞
き
入
っ

て
お
り
ま

し
た
。
最
後

に
体
に
い
い

食
材
と
い
っ

て
、
そ
れ
ば
か
り
食
べ
る
の
で
は
な

く
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
摂
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
ず
は
ご
自
分
の
生
活
習
慣
、
ご

家
庭
の
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
直
し

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
バ
ラ
ン

ス
よ
く
食
べ
て
こ
の
暑
い
夏
を
乗
り

切
り
ま
し
ょ
う
。

「
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
す
る

食
事
に
つ
い
て
」

ム
の
星
に
向
か
っ
て
、
自
分
の
好
き

な
お
相
撲
さ
ん
が
勝
つ
よ
う
に
願
い

事
を
し
た
と
、
嬉
し
そ
う
に
お
話
さ

れ
た
方
も
い
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
星
を
観
察
し
利
用
者

方
の
目
が
き
ら
き
ら
と
輝
い
て
い
て

と
て
も
活
き
活
き
と
見
え
ま
し
た
。

七
夕
の
話
の
他
に
も
、
宇
宙
の
ふ

し
ぎ
や
星
座
の
形
、
名
前
を
知
る
こ

と
が
で
き
、
と
て
も
楽
し
い
思
い
出

と
な
り
ま
し
た
。

健康教室

７
月
10

日
㈫
彦
星

と
織
姫
が

出
会
う
、

七
夕
の
季

節
に
な
り

ま
し
た
。

私
た
ち
は

利
用
者
さ

ん
と
一
緒

に
ビ
ッ
グ

ア
イ
の
中

に
あ
る
、
ス
ペ
ー
ス
パ
ー
ク
で
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
を
見
て
き
ま
し
た
。
夜

空
の
月
は
１
日
の
間
で
ど
の
よ
う
に

動
い
て
い
る
の
か
、
日
に
よ
っ
て
月

の
見
え
る
方
角
や
月
の
形
は
ど
の
よ

う
に
変
化
す
る
の
か
、
夜
空
に
輝

く
き
れ
い
な
星
や
月
を
観
測
し
ま
し

た
。
星
を
一
生
懸
命
観
察
し
て
い
た

利
用
者
の
方
は
「
星
の
名
前
を
覚
え

ら
れ
て
良
か
っ
た
、
久
し
ぶ
り
に
外

に
遊
び
に
い
け
て
よ
か
っ
た
」
と
笑

顔
を
う
か
べ
、
ま
た
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

日　時●平成24年9月20日（木）

テーマ●「高血圧 脳卒中について」
　　　　
講　師●後　藤　恒　夫 先生

その他●健康チェック
　　　　○骨密度　○血管年齢
　　　　○血圧　　○体脂肪測定

※テーマが変更になる場合があります。
　ご了承ください。

市民健康教室の
お知らせ
 地域の皆さんを対象とし
た市民健康教室を開催し
ます。参加希望の方は会場
までご案内しますので、当日
受付にてお声をかけください。たくさ
んの皆さんのご参加をお待ちしており
ます。参加費は無料です。 
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ショートステイとはショートステイとは
　前編の長期入所に続きまして、今回はショートス
テイについてお話しします。
　在宅でご利用できる介護保険サービスには訪問型・
通所型・短期入所型・地域密着型の４タイプに分け
られ、泊まって受けられるサービスとして短期入所
（ショートステイ　２種）があります。

　＜短期入所生活介護＞
　＜短期入所療養介護＞
　当施設では後者の短期入所療養型介護に属し、要
支援・要介護の認定を受けた方が期間限定で入所し
て食事・入浴・排泄などの日常生活のお世話や看護、
医療的管理下で介護やリハビリなど必要なサービス
が受けられます。

◎ショートステイの目的
※介護者が冠婚葬祭や旅行などで一時的に介護がで
きない場合
※介護者の介護負担軽減
※身体機能の維持・向上のためのリハビリ

　このような目的の中で当施設では短期入所中に、

身体的、精神的課題の解決や病状の把握を行い、在
宅介護に活かしていくためにサービス担当者と情報
交換を行い、短期入所療養介護計画書を作成し連携
を持たせていきます。
　また、当施設の大きな特徴として100床を４つの
ユニットに区分けし、ユニットケアを展開し、家庭
的な雰囲気できめ細やかなサービスが提供できるこ
と、そしてリハビリテーションについても、専門の
作業療法士・理学療法士・言語聴覚士のスタッフが
整っており、在宅生活に適用するために個々のリハ
ビリ計画を作成し、身体的、精神的、社会的に最も
適した生活水準の達成
を目的に個別リハビリ
にも対応しております。
　ショートステイご利
用にあたっては、まず
実態調査や施設との契
約もありますので詳細
は担当介護支援専門員、
もしくは各施設の相談
員にお尋ねください。

やマシントレーニングを行う際にも息を止めて顔が
真っ赤になってしまう方もちらほらとみられますが、
息を止めるよりも、息を吐き、数を数えながらのほ
うが自然に力が発揮できるのです。
　つまり、なにか動作を行うときに「よっこいしょ」
と言うことによって、自然と息を吐くことができる
ため、無駄な力や力みが排除され、必要な力だけが
発揮できるのです。
　無駄な力みは怪我や病気にも繋がるため、声を出
すことはケガの防止にも役に立っているともいえま
すね。
　だから、「よっこいしょ」などの掛け声は、身体を
守るための魔法の言葉なのです。
　だから、掛け声を恥じる必要はひとつもありませ
ん！

　身体を大切にしてリハビリに励みましょう！！

【「よっこいしょ」のひみつ】リハビリコー
ナー

　「よっこいしょ」などのかけ声は、身体に力を入れ
るときに出ているのですが、力を入れる際には、呼
吸が大きく関わってきます。
　人間は、息を吸いながらでは力は入りにくく、息
を吐いている時や止めている時に力が入るように出
来ています。人間が最も筋力を発揮できるのは、息

を止めたとき
なのですが、
息を止めて
力を込めると
血圧が急上昇
し、力みとな
り、身体に多
大な負担をか
けることにな
ります。筋肉
トレーニング

よっこいしょ



■発行／医療法人社団　三成会

個人情報保護法施行により、紙面に掲載されている写真は、本人の承諾を得て掲載しております。

■印刷／石井電算印刷株式会社

南東北春日リハビリテーション病院
TEL.0248-63-7299
南東北春日居宅介護支援事業所
TEL.0248-63-7297
所在地：福島県須賀川市南上町123-1

介護老人保健施設 南東北春日リハビリテーション・ケアセンター
TEL.0248-63-7279
南東北春日訪問看護ステーション
TEL.0248-63-7278

通所介護事業所 南東北春日リハデイ石川
TEL.0247-56-3711
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■南東北春日
　リハビリテーション病院
■介護老人保健施設
　南東北春日リハビリテー
　ション・ケアセンター

ホームページアドレスが変わりました

健 診禁煙治療を
行っています
禁煙治療を
行っています
禁煙治療を
行っています

皮膚科の診療を
行っています
皮膚科の診療を
行っています
皮膚科の診療を
行っています

●一般健診  ●人間ドック  ●胃がん検診  ●内視鏡検査
●協会けんぽ健診（旧政府管掌）〈生活習慣病・予防健診〉

内科・脳外科の看板を目印にしてください。

南東北  春日

「小春日和」は、環境にやさしい
ベジタブルインキを使用しています。

「小春日和」は、環境に配慮した
資材と工場で製造されています。

「小春日和」は、責任ある森林管理により
生まれたFSC®認証紙を使用しています。

診療科
■外来診察担当医表 （予定）　４月より眼科が当面の間休診となります。

診療時間
午前8：30～12：30

午後1：30～  4：30

午前8：30～12：30

午後1：30～  4：30

午後1：30～  4：00

午前8：30～12：30

月
大越 透

大越 透

後藤 恒夫

後藤 恒夫

火
大越 透

大越 透

水
大越 透

大越 透

後藤 恒夫

北原 正樹

後藤 恒夫

木
大越 透

樋口 健弥

金
佐藤 哲夫

大越 透

後藤 恒夫

後藤 恒夫

土
大越 透

後藤 恒夫

後藤 恒夫

内　科
消化器科／循環器科／呼吸器科

脳神経外科

形成外科 ・ 皮膚科
リハビリテーション科（　　　　　 　　　　）理学療法・作業療法・

言語聴覚療法

南 東 北 春 日

編 集
後 記

　暑い日が続いていますね。ニュースでは各地での最高気温が３０度を超える日も
当たり前になってきています。意外にも福島県は観測されている最高気温に近い
観測が出ていることもあります。盆地が多いので、風がなかなか通らないことも理
由の一つでしょう。水分補給はしっかり摂って頂き、熱中症の対策に気をつけて頂
きたいと思います。また、対策としてエアコンをつけるのも効率は良いですが、長
くつけすぎると風邪を引く原因にもなりますので、寝る前であればタイマー設定を
して１時間くらいに設定しておくと良いようです。（マダム理史）
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た
だ
い
ま
当
院
で
は
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柳
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募
集
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て
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す
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ー
マ
は
自
由
で
す
。た
く
さ
ん
の
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を
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待
ち
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お
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ま
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!!

●
応
募
資
格
…
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

●
応
募
方
法
…
ス
タ
ッ
フ
に
直
接
作
品
を
お
渡
し
い
た
だ

く
か
、郵
便
や
F
A
X
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
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作
品
と
一
緒
に
名
前（
名
前
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
場
合
は

ペ
ン
ネ
ー
ム
も
）、ご
住
所
、電
話
番
号
の
ご
記
入
も
お
願
い

致
し
ま
す
。お
ひ
と
り
何
作
品
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

○郵便の場合
〒962-0817 福島県須賀川市南上町123-1
南東北春日リハビリテーション病院
広報委員 「川柳募集係」あて
○FAXの場合 FAX.0248-63-7265
※応募していただいた作品は返却しておりませんので、
　返却を希望する場合はお申し出ください。
※応募の際に提供された個人情報は、本人の承諾なく
　第三者に提供されることはありません。


